


組
合
員
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
当
土
地
改

良
区
の
業
務
運
営
全
般
に
亘
り
格
別
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
行
政
機
関
を
は
じ
め
関
係
農
業
団

体
各
位
に
は
、
各
般
に
亘
る
土
地
改
良
事
業

の
推
進
に
ご
懇
切
な
る
ご
指
導
、
ご
配
慮
を

賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
下
の
日
本
の
農
業
を
め
ぐ
る
諸
情
勢

は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
厳
し
い
も
の
が
あ

り
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
う
担
い
手
不

足
に
加
え
て
大
規
模
な
地
震
や
地
球
温
暖
化

の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
豪
雨
災
害
が
全
国
各

地
で
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

お
り
ま
す
。
当
管
内
に
お
き
ま
し
て
も
担
い

手
対
策
や
防
災
・
減
災
対
策
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
た

農
地
や
農
業
施
設
、
洪
水
防
水
機
能
や
水
源

涵
養
機
能
な
ど
地
域
の
生
活
環
境
を
支
え
る

役
割
を
有
す
る
農
村
、
こ
の
大
切
な
財
産
を

次
の
世
代
へ
と
確
実
に
引
き
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
地
域
は
、
県
内
の
他
地
域
に
先
駆
け

て
、
担
い
手
等
の
育
成
と
生
産
コ
ス
ト
の
低

減
、
転
作
作
物
の
導
入
等
を
目
的
の
中
心
に

据
え
て
ほ
場
の
大
区
画
化
や
暗
渠
排
水
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
整
備
か
ら
既
に
数

十
年
を
経
過
す
る
地
区
が
多
く
、
基
幹
的
な

水
利
施
設
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
関
連
施
設
等
の

経
年
劣
化
が
進
み
、
こ
れ
ら
施
設
の
更
新
・

改
修
に
向
け
た
対
策
が
重
要
と
な
っ
て
お

り
、
併
せ
て
大
型
農
業
機
械
の
効
率
的
な
稼

働
や
水
管
理
の
労
力
軽
減
等
を
視
野
に
入
れ

た
更
な
る
大
区
画
ほ
場
整
備
の
導
入
も
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
農
業
は
命
の
源

で
あ
る
食
料
の
生
産
と
と
も
に
豊
か
な
自
然

の
創
造
、
国
土
の
保
全
な
ど
国
の
根
幹
を
支

え
る
極
め
て
重
要
な
産
業
で
す
が
、
こ
の
農

業
を
安
定
的
に
、
さ
ら
に
成
長
さ
せ
る
た
め

に
は
環
境
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
、
生
産
基

盤
で
あ
る
農
地
及
び
農
業
水
利
施
設
の
整

備
、
そ
し
て
そ
の
適
切
な
維
持
管
理
は
土
地

改
良
区
に
課
せ
ら
れ
た
基
本
的
な
使
命
で
あ

り
ま
す
。

令
和
三
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
を

着
実
に
果
た
す
た
め
に
、
組
合
員
は
も
と
よ

り
、
行
政
機
関
、
関
係
農
業
団
体
と
緊
密
に

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
の
推
進
に
役
職

員
一
同
、
一
層
の
努
力
を
傾
注
し
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
下

さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大

は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
大
き
く
変
容
さ

せ
、
農
業
の
み
な
ら
ず
社
会
経
済
へ
の
影
響

が
計
り
知
れ
ず
、
未
だ
収
束
の
見
通
し
が
立

た
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
組
合
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も

ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が

安
穏
で
、
自
然
災
害
も
な
く
出
来
秋
が
迎
え

ら
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ理

事
長

久
保
田

泰
輝

「七年目を迎えて」

東北農政局 和賀中央農業水利事業所

豊沢川農業水利事業建設所長 齋齋 藤藤 高高 志志

久保田理事長はじめ、豊沢川土地改良区の組合員の皆様には、平素よ

り国営豊沢川農業水利事業の推進にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申

し上げます。令和３年度も引き続きよろしくお願いします。

コロナ禍が続く中、今年の冬は昨年に比べ雪が多く厳しい気象条件の

中で工事を進めて参りました。１２月には網場設備を更新、２月には新しい管理事務所が完成しまし

た。取水施設、放流施設も機械設備の据付が終わり、本格的な取水に備え電気工事や試運転調整を行

っているところです。また、小水力発電施設も今年度から水車の製作に取りかかるよう工事発注の準

備を進めるとともに、下部工の工事に取りかかり、令和４年度に発電所上屋建築工事を行い、３年後

に水車、発電機の据付とともに電力と系統連係できるよう進めて参ります。

令和３年度は、小水力発電の機器や洪水吐施設の製作をはじめ、下流階段工や放流警報施設の一部

補修などの工事を行う予定です。

事業も７年目を迎え、電力線の容量不足に伴う募集プロセス参加のため滞っていた小水力発電施設

の工事もようやく動き始めました。これからも安全に留意し、事業効果の早期発現を目指して工事を

進めて参りますので皆様のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

令和２年度工事実施状況

全面結氷したダム湖面（1 月） 取水施設非常用ゲート更新（1 月） 

放流ゲート据付状況（10 月） 完成した新管理事務所（2 月） 



種 別 事 業 名 地区又は施行場所 事 業 付記 

国 営 国 営 か ん が い 排 水 事 業 豊 沢 ダ ム 洪水吐製作据付、小水力発電施設、他 継続 

県 営 

経 営 体 育 成 基 盤 整 備 事 業 

万 丁 目 地 区 暗渠排水仕上工、補完工 継続 

大 沢 地 区 整地工 継続 

柴 沼 地 区 実施設計、換地業務 新規 

太 田 地 区 実施設計、換地業務 新規 

小 水 力 等 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 

導 入 推 進 事 業 
豊 沢 川 地 区 小水力発電設備製作据付 継続 

国 営 造 成 施 設 管 理 体 制 整 備 促 進 事 業 豊 沢 川 地 区 啓発活動、多面的機能維持管理、他 継続 

団体営 

維 持 管 理 適 正 化 事 業 

上 根 子 揚 水 機 主ポンプ更新、電気施設整備、他 

上根子中央除塵機 サイクロ減速機更新 他

大 分 水 工 ゲート補修、操作盤更新、他 

上 根 子 除 塵 機 サイクロ減速機更新、他

農 地 耕 作 条 件 改 善 事 業 

湯 本 ６ 地 区 区画拡大 繰越 

円 万 寺 ２ 地 区 区画拡大 繰越 

河 南 ３ 地 区 暗渠排水 繰越 

湯 口 ２ 地 区 暗渠排水 繰越 

東 山 居 地 区 暗渠排水 繰越 

上 根 子 地 区 区画拡大 

南 中 根 子 地 区 区画拡大、暗渠排水 

湯 口 ３ 地 区 暗渠排水 

万 丁 目 ３ 地 区 暗渠排水 

山 居 地 区 暗渠排水 

鍋 倉 ８ 地 区 区画拡大、暗渠排水 

湯 本 ７ 地 区 暗渠排水 

上 円 膝 地 区 区画拡大、暗渠排水 

万 丁 目 ４ 地 区 暗渠排水 

調 査 

県 営 か ん が い 排 水 事 業 豊 沢 川 地 区 4,250.4ha、主要用排水路 他 

県 営 ほ 場 整 備 事 業 

高 木 島 地 区 220.0ha 

飯 豊 地 区  30.0ha 

山関・上太田地区  50.0ha 

湯 口 第 １ 地 区 320.0ha 

県営ほ場整備事業（中山間） 鍋 割 地 区 15.0ha 

令和３年度 土地改良事業計画

経営体育成基盤整備事業 太田地区 大分水工

令
和
三
年
三
月
二
十
四
日
午
後
一
時

三
〇
分
よ
り
、
花
巻
温
泉
ホ
テ
ル
紅
葉

館
に
お
い
て
、
総
数
六
十
四
名
中
五
十

八
名
の
総
代
の
出
席
の
も
と
、
令
和
二

年
度
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
原
有
幸
理
事
に
よ
り
開
会
が
宣
言

さ
れ
た
の
ち
、
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
に

続
き
議
長
選
出
が
行
わ
れ
、
宮
野
目
地

区
の
牛
崎
祐
正
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
録
記
名
人
に
は
湯
本
地
区
の
鎌
田

良
治
氏
と
太
田
地
区
の
農
事
組
合
法
人

Ｈ
Ｈ
Ａ
泉
畑
、
戸
来
邦
次
氏
の
両
名
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
慶
吉
総
括
監
事
か
ら
の
監
査
報

告
後
に
議
事
に
入
り
、
令
和
二
年
度
補

正
予
算
関
連
や
定
款
、
規
約
等
の
一
部

改
正
、
令
和
三
年
度
の
事
業
計
画
と
令

和
三
年
度
予
算
関
連
の
議
案
が
慎
重
に

審
議
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
三
十
一
議
案

す
べ
て
が
原
案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◯
提
出
議
案
◯

議
案
第

一

号

令
和
二
年
度
一
般
会
計
収
支
第
三
次
補
正
予
算
の
専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第

二

号

令
和
二
年
度
補
助
事
業
特
別
会
計
収
支
第
四
次
補
正
予

算
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第

三

号

財
政
調
整
基
金
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第

四

号

令
和
二
年
度
一
般
会
計
収
支
第
四
次
補
正
予
算
の
専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第

五

号

財
政
調
整
基
金
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第

六

号

令
和
二
年
度
一
般
会
計
収
支
第
五
次
補
正
予
算
の
専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第

七

号

令
和
二
年
度
補
助
事
業
特
別
会
計
収
支
第
五
次
補
正
予

算
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第

八

号

決
済
金
積
立
金
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第

九

号

令
和
二
年
度
一
般
会
計
収
支
第
六
次
補
正
予
算
の
専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第

十

号

令
和
二
年
度
補
助
事
業
特
別
会
計
収
支
第
六
次
補
正
予

算
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第

十
一

号

令
和
二
年
度
一
般
会
計
収
支
第
七
次
補
正
予
算
の
専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第

十
二

号

令
和
二
年
度
補
助
事
業
特
別
会
計
収
支
第
七
次
補
正
予

算
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第

十
三

号

豊
沢
川
土
地
改
良
区
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第

十
四

号

豊
沢
川
土
地
改
良
区
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第

十
五

号

豊
沢
川
土
地
改
良
区
管
理
施
設
及
び
土
地
使
用
等
許
可

に
関
す
る
規
程
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第

十
六

号

豊
沢
川
土
地
改
良
区
会
計
細
則
の
一
部
改
正
の
承
認
に

つ
い
て

議
案
第

十
七

号

大
沢
地
区
編
入
及
び
加
入
金
の
徴
収
免
除
に
つ
い
て

議
案
第

十
八

号

関
上
場
地
区
編
入
及
び
加
入
金
の
徴
収
免
除
に
つ
い
て

議
案
第

十
九

号

令
和
二
年
度
事
業
資
金
の
借
入
及
び
償
還
方
法
の
変
更

に
つ
い
て

議
案
第

二
十

号

令
和
二
年
度
賦
課
金
の
賦
課
徴
収
方
法
と
そ
の
時
期
に

つ
い
て

議
案
第
二
十
一
号

令
和
三
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
二
号

令
和
三
年
度
賦
課
金
の
賦
課
徴
収
方
法
と
そ
の
時
期
に

つ
い
て

議
案
第
二
十
三
号

令
和
三
年
度
事
業
資
金
の
借
入
及
び
償
還
方
法
に
つ
い

て

議
案
第
二
十
四
号

リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
五
号

令
和
三
年
度
一
時
借
入
金
限
度
額
及
び
償
還
方
法
に
つ

い
て

議
案
第
二
十
六
号

令
和
三
年
度
新
規
加
入

金
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
七
号

令
和
三
年
度
役
員
報
酬

額
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
八
号

令
和
三
年
度
一
般
会
計

収
支
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
九
号

令
和
三
年
度
補
助
事
業

特
別
会
計
収
支
予
算
に

つ
い
て

議
案
第

三
十

号

令
和
三
年
度
発
電
事
業

特
別
会
計
収
支
予
算
に

つ
い
て

議
案
第
三
十
一
号

令
和
三
年
度
金
銭
預
入

先
金
融
機
関
に
つ
い
て

通通

常常

総総

代代

会会

令令
和和
二二
年年
度度

議長を務める牛崎祐正総代

採決を行う総代



令和３年度 一般会計賦課金・借入金償還特別賦課金

＊＊＊＊＊＊  賦賦課課金金等等納納入入ににつついいててののおお知知ららせせ  ＊＊＊＊＊＊  

令和３年度経常賦課金全期及び第１期、他目的使用料の口口座座振振替替日日並並びびにに納納期期限限は、 

令令和和３３年年４４月月３３００日日です。口座振替の方は、前前日日ままででにに残残高高のの確確認認をお願いします。  

また現金納付の方は、納納期期限限内内のの納納入入にご協力をお願いします。  

※※ 当当日日ののごご入入金金ににつつききままししててはは、、場場合合にによよりり口口座座振振替替がが出出来来なないいここととががあありりまますすののでで、、ごご確確認認とと

ごご注注意意ををおお願願いいいいたたししまますす。。

○○納付場所及び納付取扱い金融機関

納期限内 納期限を過ぎた場合 

納付場所 
・当土地改良区

・花巻農業協同組合 各本支店

・当土地改良区

・花巻農業協同組合 各本支店

取扱い 

金融機関 

・花巻農業協同組合 各本支店

・岩手銀行 各本支店

・花巻信用金庫 各本支店

・花巻農業協同組合 各本支店

※ 所定の用紙以外の納付につきましては、お振り込みの扱いとなり、振込手数料は振込依頼人負

担となりますのでご注意下さい。

※ お振り込みの場合は、振込人名を組合員名でお願いします。

Ⅰ．一般会計賦課金（経常賦課金）

Ⅱ．借入金償還特別賦課金（特別賦課金）

Ⅲ．賦課期日及び納入期限

地 区 名
賦課地積  
(千㎡) 

賦課金  
(千㎡／円) 地 区 名

賦課地積  
(千㎡) 

賦課金  
(千㎡／円) 

新 田(担い手 ) 624 4,200 万  丁 目 (担い手 ) 385 500 

外 台( 〃 ) 472 500 大 沢 (  〃   ) 222 500 

地地  区区 賦賦課課地地積積（（千千㎡㎡））
千千㎡㎡当当りり

賦賦課課金金（（円円））
区区  分分 千千㎡㎡当当りり（（円円））

豊豊沢沢川川 ４４６６，，６６７７１１  ５５，，９９７７２２  
経経 常常 経経 費費 ４４，，２２００００  

県県 営営 事事 業業 分分 担担 金金 １１，，７７７７２２  

上上太太田田、、柴柴沼沼、、大大沢沢 １１、、２２００４４  ３３，，９９１１１１  経経 常常 経経 費費 ３３，，９９１１１１  

高高木木島島 ２２，，２２３３００  ５５，，２２４４５５  
経経 常常 経経 費費 ４４，，９９４４５５  

県県 営営 事事 業業 分分 担担 金金 ３３００００  

種 別 賦 課 期 日 期別 納 入 期 限

経 常 賦 課 金 令和３年 4 月 10 日 
１期 令和３年 4 月 30 日 

２期 令和３年 11 月 1 日 

借 入 金 償 還 特 別 賦 課 金 令和３年 10 月 10 日 － 令和３年 11 月 1 日 

賦賦課課金金のの納納付付ににはは便便利利なな口口座座振振替替ををごご利利用用下下ささいい

・賦課金等の納入には、お支払いに足を運ぶことなく、納付忘れがない口座振替をおすすめしております。

・口座振替が可能な金融機関は、花巻農業協同組合、岩手銀行、花巻信用金庫です。

・お手続きは当土地改良区または最寄りの花巻農協本支店にお申し出ください。

収　入 単位:円

支　出 単位:円

（収入） （支出） 　（単位：円）
本年度予算額 前年度予算額 比較増減(△) 本年度予算額 前年度予算額 比較増減(△)

１．
交付金及び
補助金収入

291,764,000 176,595,000 115,169,000 １．補助事業費 364,048,000 240,533,147 123,514,853

２．
事 業 受 託
収 入

43,709,000 39,479,000 4,230,000 ２．換地清算金 83,617,250 2,000 83,615,250

３．換地清算金 83,617,250 2,000 83,615,250 447,665,250 240,535,147 207,130,103

４．繰 入 金 28,561,000 24,010,000 4,551,000

雑 収 入 0 10,000 △ 10,000

5 繰 越 金 14,000 439,147 △ 425,147

447,665,250 240,535,147 207,130,103

（収入） （支出） 　（単位：円）
本年度予算額 前年度予算額 比較増減(△) 本年度予算額 前年度予算額 比較増減(△)

１．
発 電 事 業
収 入

2,400,000 2,400,000 0 １．発電事業費 2,402,000 2,401,000 1,000

２．積立金収入 2,000 2,000 0 ２．取 崩 支 出 1,000 1,000 0

３．繰 越 金 1,000 0 1,000 2,403,000 2,402,000 1,000

2,403,000 2,402,000 1,000

科　　　目

収入支出差引残金なし。

収 入 支 出 差 引 残 金 な し 。

発 電 事 業 特 別 会 計

科　　　目 科　　　目

合　　　計

合　　　計

科　　　目

収入支出差引残金なし。

合　   　計

令和３年度各会計収支予算の概要

一 般 会 計

補 助 事 業 特 別 会 計

合　　　計

土地改良事業収入
298,294,000

附帯事業収入
6,850,000

資金運用収入
10,000

特定資産運用収入

41,000

繰入金
2,582,000

繰越金
12,000,000

固定資産等

売却収入
4,000

交付金収入
28,080,000

雑収入

2,600,000

借入金収入
11,951,000

積立金等取崩収入
29,316,000

419,496,000

419,496,000

一般管理費
170,511,000

土地改良事業費
106,129,000

助成金等収入
27,768,000

負担金支出
30,833,000

取崩支出
3,000

借入金返済支出

34,680,000

財産管理取得費
3,079,000

予備費

7,086,000
繰出支出
67,175,000



10/ 7 第5回理事会・創立70周年記念事業実行委員会

10 借入金償還特別賦課金納付通知書・広報「とよさわ川第126号」発行

13 国営事業岩手県協議会役員会

15 寒沢川・瀬ノ沢川等流域治水事業建設促進期成同盟会研修・現地調査

17 豊沢川河川清掃

22 第6回監事会・第1回定期監査

11/ 3 豊沢ダム定期検査

11 社会科見学（南城小学校）

12 第7回監事会・第6回理事会・第8回監事会

〃 役員・総代研修会（13日まで）

24 外台地区権利者会議事前説明会（26日まで）

27 用排水調整・施設管理委員会並びに地区

用排水調整・施設管理委員会委員長、水

路及びパイプライン管理人合同会議

12/10 第7回理事会・第9回監事会

〃 ユニバース寄付金贈呈式

24 第10回監事会・第2回臨時監査

24 外台地区換地委員会

1/13 大沢地区換地委員会

21 国営農業水利事業東北協議会東北農政局との

打合せ

22 大沢地区一時利用地指定図面公開

25 第11回監事会・第8回理事会・第12回監事会

〃 土地改良区ブロック別研修会

29 外台地区権利者会議

2/ 8 東北農政局主催農業農村整備事業等に

関する説明会

9 評価換地委員会

10 大沢地区換地委員会

12 万丁目地区実施委員会並びに換地委員会

16 国営造成施設管理体制整備促進事業豊沢川

地区管理体制整備推進協議会総会

19 用排水調整・施設管理委員会

3/ 8 第9回理事会・第13回監事会

・第10回理事会

10 第2回定期監査・第14回監事会

16 予算総代協議会（17日まで）

18 大沢地区実施委員会

19 第11回理事会

22 万丁目地区換地計画個別説明会（23日まで）

24 通常総代会・第12回理事会

～～  各各種種手手続続ききののごご案案内内  ～～  

◎◎ 土土地地改改良良区区のの適適切切なな事事務務運運営営とと円円滑滑なな事事業業推推進進ののたためめ、、

次次のの事事ががああっったた場場合合はは必必ずずおお届届けけ出出ををおお願願いいいいたたししまますす。。

○○ 組合員の名義変更等（経営移譲、相続、住所変更、など）

○○ 田の取得または喪失（売買、貸し借り、贈与、譲渡、等）
※※ 農農業業委委員員会会等等でで手手続続ききををさされれててもも、、土土地地改改良良区区ににはは反反映映さされれまませせんんののでで、、必必ずず土土

地地改改良良区区ででもも手手続続ききををおお願願いいししまますす。。
[土地改良法第 43 条 組合員の資格得喪の通知義務] 

・・土土地地改改良良区区のの賦賦課課金金はは原原則則ととししてて耕耕作作者者ででああるる組組合合員員がが負負担担すするるここととととななっってておおりり
まますす。。土土地地のの所所有有者者がが賦賦課課金金をを負負担担すするる場場合合ははおお手手続続ききがが必必要要でですす。。

○○ 農地転用等
農地転用等により田を土地改良区の地区内から除外するためには、土地改良区へ

の手続きと決済金の納入が必要です。手続きを怠った場合、土地改良区の台帳から

除斥されず次年度以降も賦課金が賦課されることとなりますので、ご注意下さい。

・公共事業による買収

公共用地等に係る農地転用については農業委員会などへの個人で行う手続きは

免除されていますが、土地改良区への手続きは必要となります。 

・農地転用の手続き例

※※ 農農業業振振興興地地域域内内のの農農用用地地のの転転用用はは出出来来まませせんん。。（（一一時時転転用用ののみみ許許可可さされれまますす））

※※ 休休耕耕田田やや転転作作田田はは水水田田へへのの復復旧旧がが見見込込ままれれるる事事ななどどかからら地地区区除除外外のの対対象象ととははななりり

まませせんん。。

[農地法第４条、第５条] 

[土地改良法第 42 条 権利義務の承継及び決済] 

○○ 権利義務の承継
賦課金の未納がある土地の権利を取得した場合（所有権移転、利用権設定・解約

等）は、土地改良法により新しい資格者に納入の義務が生じます。 

競売において土地を取得した場合も同様です。トラブル防止のためにも事前にご

確認をお願いいたします。 

１．農地転用の相談  （ 農業委員会 ） 

２．農地転用に伴う意見書の交付申請 （ 土地改良区 ） 

３．農地転用の許可申請  （ 農業委員会 ） 

４．（ 許可後 ）登記地目の変更  （ 法 務 局 ） 

５．意見書の交付申請、地区除外申請、決済金の納付 （ 土地改良区 ） 

◇◇ 土土地地改改良良区区のの管管理理施施設設のの使使用用ににはは申申請請がが必必要要でですす
土地改良区が管理している水路や土地を排水放流や進入路等で利用したい場合

には、土地改良区への申請が必要となります。

また、公共下水道や農業集落排水への排水接続などのために、管理施設を使用

しなくなった場合には届け出をお願いいたします。届け出がない場合、納入通知

書が発行されますので、ご注意下さい。



令令和和３３年年度度パパイイププラライインン管管理理人人名名簿簿
工　区　名 施　 　設　 　名 管 理 人 氏 名 電話番号

パ イ プ ラ イ ン 、 太 田 補 水 1 ポ ン プ

太田１ポンプ、除塵機、太田補水２ポンプ

パイプライン、羽々堰補水ポンプ、除塵機

パ イ プ ラ イ ン 、 太 田 中 央 除 塵 機

羽 々 堰 ポ ン プ 、 除 塵 機 、 坂 杉 ポ ン プ

パ イ プ ラ イ ン

大 森 ポ ン プ 、 除 塵 機 、 森 の 越 ポ ン プ

パ イ プ ラ イ ン

パ イ プ ラ イ ン 、 大 谷 地 ポ ン プ

下 根 子 ポ ン プ 、 巻 岡 ポ ン プ

木 本 堰 ポ ン プ 、 除 塵 機 、 唐 戸 崎ポ ンプ

パ イ プ ラ イ ン 、 南 城 ポ ン プ

成 田 1 ポ ン プ 、 成 田 2 ポ ン プ

成 田 開 田 パ イ プ ラ イ ン

パ イ プ ラ イ ン 畠 山 厚 志 28-3675

小瀬川地区 パ イ プ ラ イ ン

天下田地区 パ イ プ ラ イ ン

パ イ プ ラ イ ン 、 鍋 割 除 塵 機

鍋 倉 ２ ポ ン プ 、 除 塵 機

パ イ プ ラ イ ン

北 万 丁 目 ポ ン プ 、 除 塵 機

パ イ プ ラ イ ン

新 田 ポ ン プ 、 除 塵 機 、 新 田 ２ 除 塵 機

パ イ プ ラ イ ン

湯口第３工区
パ イ プ ラ イ ン 、 湯 口 3 中 央 除 塵 機

パ イ プ ラ イ ン 、 上 根 子 中 央 除 塵 機

パ イ プ ラ イ ン 、 上 根 子 ポ ン プ 、除 塵機

上根子補水１ポンプ、上根子補水２ポンプ

神橋地区 パ イ プ ラ イ ン

パ イ プ ラ イ ン 、 北 湯 口 １ ポ ン プ

北湯口２ポンプ、除塵機、北湯口３ポンプ

パイプライン、北湯口末流ポンプ、
南寺林ポンプ

中 島 弘 行 27-4350

パ イ プ ラ イ ン 、 大 畑 １ ポ ン プ 、除 塵機

大 畑 ２ ポ ン プ 、 除 塵 機

パイプライン、北湯口４ポンプ、除塵機

湯 本 ２ 補 水 ポ ン プ

湯本第３工区 パイプライン、上湯本ポンプ、宇津野ポンプ 高 橋 富 男 27-3758

パ イ プ ラ イ ン 、 尾 花 堰 ポ ン プ 、除 塵機 杉 村 明 博 27-4396

パ イ プ ラ イ ン 、 金 矢 堰 除 塵 機 杉 村 明 博 27-4396

湯本第５工区 パイプライン、狼沢補水ポンプ、除塵機 高 橋 新 悦 26-2159

工沢地区 パイプライン、工沢ポンプ、工沢補水ポンプ 桜 田 精 孝 26-2415

パ イ プ ラ イ ン 、 糸 田 川 補 水 １ ポ ン プ 葛 岡 章 26-2068

パ イ プ ラ イ ン

宮野目補水ポンプ、糸田川補水２ポンプ

宮野目第３地区 パ イ プ ラ イ ン 五 内 川 貞 夫 26-2382

西宮野目地区 パ イ プ ラ イ ン 桜 田 精 孝 26-2415

外台地区 パ イ プ ラ イ ン 、 取 水 口 伊 藤 殖 夫 24-2674

大沢地区 パ イ プ ラ イ ン 、 大 沢 ポ ン プ
農 事 組 合 法 人
湯 の 郷
（ 渡 辺 定 夫 ）

25-2934

畠 山 厚 志 28-3675

上根子工区

畠 山 靜 夫 28-3164

28-2847
鍋倉地区

パ イ プ ラ イ ン 、 鍋 倉 除 塵 機

北万丁目地区

菅 原 範 男

24-2674

太田工区
藤 原 利 見 28-3434

寺 沢 義 秋 28-3115

太田第２工区

湯口第１工区
パ イ プ ラ イ ン 、 鍋 倉 １ ポ ン プ 畠 山 康 弘 24-0404

鎌 田 仁 24-9695

高 橋 友 彰 0197-68-3430

河南工区

伊 藤 殖 夫

24-0115
新田地区

湯口第２工区

高 橋 義 昭

吉 田 富 雄 27-3515

柳 原 康 夫

湯本４－１工区

湯本第１工区 伊 藤 昇 27-3700

湯本第２地区 鎌 田 良 治

湯本４地区
パ イ プ ラ イ ン 、 上 湯 本 除 塵 機 八 重 樫 欣 男 27-3041

27-3818

45-5731

宮野目地区

鎌 田 克 視 26-2355

(11)

令令和和３３年年度度水水路路管管理理人人名名簿簿

施　 　設　 　名 区　 　間 管理人氏名 電話番号

新 田 堰 頭 首 工 頭 首 工 管 理

大 幹 線 水 路 新 田 堰 頭 首 工 ～ 大 分 水

南 幹 線 水 路 大 分 水 ～ 清 水

上 太 田 用 水 路 寒 沢 川 取 水 口 ～ 終 点

新 井 田 堰 用 水 路 頭 首 工 管 理 、 用 水 路 全 線

北 幹 線 用 水 路 大 分 水 ～ 鍋 割 サ イ フ ォ ン

柴 沼 揚 水 場 揚 水 施 設 管 理

鍋 割 堰 用 水 路 頭 首 工 管 理 、 用 水 路 全 線 吉 田 富 雄 27-3515

北 幹 線 用 水 路 鍋 割 サ イ フ ォ ン ～ 終 点 高 橋 富 男 27-3758

台 堰 頭 首 工 頭 首 工 管 理

台 堰 線 水 路 頭 首 工 ～ 北 幹 線 合 流

北 湯 口 線 水 路 北 幹 線 合 流 ～ 終 点

中 央 用 排 水 路 中 北 万 丁 目 分 水 工

大 堰 川 揚 水 場 揚 水 施 設 管 理

新 田 分 水 工

北 万 丁 目 分 水 工

宮 野 目 頭 首 工 頭 首 工 管 理

宮 野 目 中 堰 頭 首 工 頭 首 工 管 理

宮 野 目 下 堰 頭 首 工 頭 首 工 管 理 五内川 貞 夫 26-2382

小 瀬 川 頭 首 工 頭 首 工 管 理 八重樫 欣 男 27-3041

南 幹 線 水 路 清 水 ～ 大 森 揚 水 機 場 鎌 田 　仁 24-9695

尾 花 堰 頭 首 工

新 堰 頭 首 工

金 矢 堰 用 水 路 頭 首 工 管 理 、 用 水 路 全 線

二 枚 橋 線 水 路 用 水 路 全 線

鎌 田 克 視 26-2355

中 央 線 水 路 北 幹 線 取 水 口 ～ 中 北 万 丁 目 分 水 畠 山 厚 志 28-3675

八 幡 用 水 路 用 水 路 全 線 柳 原 康 夫 45-5731

大 口 堰 用 水 路 頭 首 工 管 理 、 用 水 路 全 線 畠 山 靜 夫 28-3164

獅 子 鼻 揚 水 場 揚 水 施 設 管 理

羽 々 堰 用 水 路 寒 沢 川 取 水 口 ～ 終 点

十 二 丁 目 線 用 水 路 大 久 保 分 水 ～ 大 谷 地 取 水 口 高 橋 友 彰 0197-68-3430

高 木 用 水 路 高 木 取 水 口 ～ 終 点 高 橋  功 24-1695

高 島 用 水 路 高 島 頭 首 工 ～ 終 点 古 川 修 五 24-4569

根 岸 用 排 水 路

小 原 陽 一 28-3508

中 島 弘 行 27-4350

菅 原 範 男 24-0115

頭 首 工 管 理 、 用 水 路 全 線

桜 田 精 孝 26-2415

頭 首 工 管 理
杉 村 明 博 27-4396

葛 岡　章　 26-2068

寺 沢 義 秋 28-3115
太 田 新 田 堰 用 水 路 豊 沢 川 取 水 口 ～ 終 点

宮 野 目 揚 水 場 揚 水 施 設 管 理

伊 藤 殖 夫 24-2674
十 二 丁 目 堰 用 水 路



春の農作業時期を迎え、水田の耕起作業等も始まっておりますが、かんがい期

の用水は効率的、計画的に利用することが大切です。

◎令和３年度の豊沢川地区は、最近の地震多発による影響を考慮し、事前に各

パイプラインへ試験通水し破損個所の確認作業を行います。

確認作業実施後 44月月2266日日からの用水供給となります。
くくれれぐぐれれもも44月月2266日日前前にに水水田田へへのの引引水水をを行行わわなないいよよううごご注注意意くくだだささいい。。

なお、パイプライン補修作業等により、利用開始が遅れる場合があります

ので、ご理解とご協力をお願いします。

◎高木島地区は 55月月11日日からの用水供給となります。

※用水利用にあたっては次のことにご注意願います。

１．引水の前に給水栓の開閉状況を確認してください。

２．引水はお互いに譲り合い、調整に努めて下さい。特に大区画のほ場では

計画的な引水をお願いします。

(掛け流しの水田があった場合は、管理人、総代、職員等により止水する

ことがありますのでご理解下さい。）

３．田区排水やその周辺、畦畔からの漏水等に注意し、節水にご協力下さい。

作業上の注意！！

近近年年、、農農作作業業中中ののトトララククタターーやや草草刈刈りり作作業業中中ののモモアア等等にによよるる給給水水栓栓破破損損事事故故がが多多発発ししてておお

りりまますす。。

事事故故がが発発生生すするるとと近近隣隣エエリリアアのの断断水水措措置置にによよりり周周囲囲のの方方へへもも影影響響すするるととととももにに、、管管理理人人へへ

のの負負担担もも増増加加ししまますす。。農農作作業業前前にに水水田田のの給給水水栓栓のの位位置置をを確確認認しし目目印印をを立立ててるるななどどのの対対応応ををおお

願願いいししまますす。。

農
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業
中
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